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す
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取
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組
み
に
つ
い
て 
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【

は

じ

め

に

】 

 

ホ
シ
ガ
レ
イ
は
、
橘
湾
や
有
明
海
で
漁
獲
さ
れ

る
地
域
特
産
種
で
、
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
一
万
円

以
上
の
高
価
格
で
取
引
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
高
級
魚

で
す
。
し
か
し
、
漁
獲
量
は
少
な
く
、
資
源
水
準
も

低
い
レ
ベ
ル
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
総
合
水
産
試
験
場

で
は
、
ホ
シ
ガ
レ
イ
の
資
源
増
大
を
目
指
し
、
種
苗

生
産
や
放
流
技
術
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

ホ
シ
ガ
レ
イ
の
人
工
種
苗
に
は
、
ヒ
ラ
メ
や
他
の
カ

レ
イ
類
と
同
様
に
、
体
色
異
常
が
高
い
割
合
で
発
生

す
る
場
合
が
あ
り
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
私
た
ち
は
、
良
質
な
種
苗
を
供
給
す
る
た
め
に
、

体
色
異
常
の
発
生
を
抑
え
る
技
術
の
開
発
に
も
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

【
ホ
シ
ガ
レ
イ
の
体
色
異
常
】 

 

ヒ
ラ
メ
や
カ
レ
イ
の
仲
間
は
、
体
の
つ
く
り
が
他

の
魚
と
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
両
目
が
体
の
右
側
か

左
側
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
つ
い
て
お
り
、
目
の
あ
る

有
眼
側
は
様
々
な
色
が
混
じ
っ
た
複
雑
な
色
合
い
を

し
て
い
ま
す
が
、
目
が
な
い
無
眼
側
は
、
白
色
を
し

て
い
る
の
が
一
般
的
で
す
。
（
図
１
Ａ
及
び
Ｂ
）
。

し
か
し
、
人
工
種
苗
の
中
に
は
、
目
の
あ
る
側
も
目

の
な
い
側
と
同
様
に
単
調
な
白
色
を
し
た
も
の
（
有

眼
側
白
化
）
や
目
の
な
い
側
が
目
の
あ
る
側
と
同
様

な
複
雑
な
色
を
し
た
も
の
（
両
面
有
色
）
と
い
っ
た

体
色
異
常
個
体
が
時
に
高
い
頻
度
で
現
れ
問
題
と
な

り
ま
す
（
図
１
Ｃ
及
び
Ｄ
）
。 

 

 

ヒ
ラ
メ
や
カ
レ
イ
の
仲
間
は
ふ
化
後
し
ば
ら
く
は
、

他
の
魚
と
同
じ
よ
う
に
目
が
体
の
右
側
と
左
側
に
一

つ
づ
付
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
成
長
に
伴
い
無
眼

側
の
目
が
有
眼
側
に
移
動
し
、
両
目
が
有
眼
側
に
あ

る
特
殊
な
カ
レ
イ
型
の
形
態
に
な
り
ま
す
。
こ
の
様 

な
成
長
過
程
は
「
変
態
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、

有
眼
側
白
化
や
両
面
有
色
は
、
こ
の
変
態
期
原
因
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
の
種

苗
生
産
現
場
で
体
色
異
常
が
生
じ
る
原
因
や
そ
の
防

除
法
に
つ
い
て
は
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。 

【
体
色
異
常
抑
制
試
験
】 

 

 

こ
れ
ま
で
の
技
術
開
発
で
は
、
初
期
餌
料
で
あ
る

ア
ル
テ
ミ
ア
の
早
期
給
餌
に
よ
っ
て
成
長
促
す
と
有

眼
側
白
化
の
出
現
率
が
高
く
な
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
種
苗
生
産
が
不
調
で
成
長
が
遅
い
事
例
で
は

両
面
有
色
が
多
い
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
経
験
的
に
わ

か
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
成
長
の
速
さ
が
有
眼

側
白
化
や
両
面
有
色
の
出
現
に
与
え
る
影
響
つ
い
て

検
討
す
る
た
め
に
、
ア
ル
テ
ミ
ア
の
給
餌
開
始
時
期

を
変
え
た
飼
育
実
験
を
行
い
ま
し
た
。 

方
法 

 

 

試
験
で
は
、
ア
ル
テ
ミ
ア
の
給
餌
を
開
始
す
る
時

期
に
つ
い
て
３
つ
の
試
験
区
を
設
定
し
ま
し
た
。
試

験
区

1

で
は
日
齢
一
八
（
全
長
七
．
四
ミ
リ
メ
ー
ト

正常個体の有眼側 (A) 

両面有色個体の無眼側(D) 有眼側白化個体の有眼側（C） 

正常個体の無眼側(B) 

図１ ホシガレイの体色 



ル
）
、
試
験
区
二
で
は
日
齢
三
十
八
（
全
長
十
三
．

四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
、
試
験
区
三
で
は
日
齢
四
十
八

（
全
長
十
四
．
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
に
ア
ル
テ
ミ
ア

の
給
餌
を
開
始
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
試
験
区
も
水

槽
内
に
ア
ル
テ
ミ
ア
が
十
個
／
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
密

度
に
な
る
よ
う
に
給
餌
し
、
ホ
シ
ガ
レ
イ
が
十
分
に

ア
ル
テ
ミ
ア
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。 

結
果 

⑴
成
長 

 

各
試
験
区
の
平
均
全
長
の
推
移
を
図
２
に
示
し
ま

す
。
最
も
早
期
に
給
餌
し
た
試
験
区
一
の
全
長
が
期

間
を
通
し
て
最
も
大
き
く
、
試
験
区
二
が
こ
れ
に
続

き
、
試
験
区
三
が
も
っ
と
も
小
さ
い
と
い
う
結
果
に

な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
ア
ル
テ
ミ
ア
の
給
餌
開
始

が
早
い
ほ
ど
、
成
長
が
早
く
な
る
こ
と
が
確
認
で
き

ま
し
た
。 

 

⑵ 

体
色 

 

各
試
験
区
の
体
色
異
常
と
正
常
個
体
の
出
現
状
況

を
、
そ
れ
ぞ
れ
図
３
と
図
４
に
示
し
ま
す
。
有
眼
側

白
化
個
体
の
出
現
率
は
、
成
長
が
最
も
早
か
っ
た
試

験
区
一
が
最
も
高
く
、
七
十
二
．
二
％
の
個
体
が
有

眼
側
白
化
個
体
で
し
た
が
、
他
の
試
験
区
で
は
白
化

個
体
の
出
現
率
は
低
く
、
試
験
区
二
が
五
．
三
％
、

試
験
区
三
は
〇
．
三
％
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。 

 

次
に
、
両
面
有
色
の
出
現
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、

有
眼
側
白
化
と
は
逆
の
傾
向
を
示
し
、
試
験
区
三
で

は
六
十
一
．
六
％
の
個
体
が
両
面
有
色
で
あ
っ
た
の

に
対
し
、
試
験
区
二
と
試
験
区
一
の
両
面
有
色
出
現

頻
度
は
四
．
三
％
と
四
．
八
％
と
非
常
に
低
く
、
ア

ル
テ
ミ
ア
の
給
餌
開
始
が
遅
く
成
長
が
遅
い
ほ
ど
両

面
有
色
の
出
現
率
が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

 

次
に
、
正
常
個
体
の
出
現
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、

試
験
区
二
が
最
も
高
く
、
九
十
．
四
％
で
し
た
。
こ

れ
に
対
し
て
試
験
区
一
で
、
白
化
個
体
が
多
い
こ
と

か
ら
、
正
常
個
体
の
割
合
が
最
も
低
く
二
十
三
％
、
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試
験
区
三
は
両
面
有
色
が
多
い
こ
と
か
ら
正
常
個
体

は
三
十
八
％
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。 

 
 

 

 

以
上
の
結
果
か
ら
、
ア
ル
テ
ミ
ア
の
給
餌
開
始
の

タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
り
成
長
は
大
き
く
異
な
り
、
体
色

異
常
の
種
類
と
そ
の
出
現
割
合
も
強
く
影
響
を
受
け

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
正
常
な

体
色
を
持
っ
た
個
体
の
割
合
を
増
や
す
た
め
に
は
、

適
切
な
時
期
に
ア
ル
テ
ミ
ア
の
給
餌
を
開
始
し
、
適

切
な
成
長
の
速
さ
で
飼
育
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

ら
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
実
験
で
は
、
適
切
な
ア
ル
テ
ミ
ア
給
餌
開

始
時
期
は
、
日
齢
三
十
八
で
し
た
が
、
こ
れ
は
、
発

育
ス
テ
ー
ジ
（
有
瀧
他
、
二
〇
〇
一
年
）
と
照
ら
し

合
わ
せ
る
と
、
尾
鰭
の
形
成
開
始
か
ら
完
成
ま
で
の

時
期
に
相
当
し
ま
す
。
ヒ
ラ
メ
・
カ
レ
イ
の
仲
間
の

体
色
異
常
で
は
、
こ
の
時
期
が
重
要
な
ス
テ
ー
ジ
で

あ
る
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
っ
て
示
さ
れ

て
お
り
、
今
回
の
試
験
の
結
果
か
ら
も
裏
付
け
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。 

【
お
わ
り
に
】 

 

ホ
シ
ガ
レ
イ
に
つ
い
て
は
、
総
合
水
産
試
験
場
が

長
崎
県
漁
業
公
社
に
種
苗
生
産
の
技
術
移
転
を
は
か

り
、
現
在
で
は
資
源
増
大
を
目
的
に
放
流
用
の
ホ
シ

ガ
レ
イ
種
苗
が
毎
年
万
単
位
で
量
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ウ
イ
ル
ス
対
策
等
の
他
の
課
題
も
多
く
、

色
素
異
常
に
関
し
て
は
十
分
な
対
策
が
取
ら
れ
て
い

な
い
の
が
実
情
で
す
。
今
後
と
も
、
健
全
な
種
苗
の

安
定
生
産
に
向
け
た
技
術
の
開
発
を
継
続
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
、  

（
担
当 

山
田
敏
之
） 


